
 
GE横河メディカルシステム  

循環器用超音波診断装置の新製品 
「Vivid S6（ヴィヴィッド・エス・シックス）」 を発売 
～高機能・操作性・軽量化を融合，心臓を中心に 
頸動脈や腹部など幅広い検査ニーズに対応～ 

（2008/4/15） 
 

 GEヘルスケアグループの日本法人であるGE横 
河メディカルシステム（株）4月15日（火）から、同社 
の循環器用超音波診断装置「Vivid」ブランドの新製 
品「Vivid S6（ヴィヴィッド・エス・シックス）」を、心エコ 
ー検査室を中心に循環器科（含小児科）・ICU（集中 
治療室）／NICU（新生児集中治療室）／CCU（冠疾 
患集中治療室）、麻酔科・心臓血管外科（胸部外科） 
を主対象に発売する。 
 Vivid S6は、同ブランド最上位機種の持つ基本性 
能やイメージング技術が移植され、定期検査におけ 
る高度な心エコー装置のほか、頸動脈や下肢血管 
、体表臓器ならびに腹部など幅広い領域での検査 
に対応可能なアプリケーションを搭載している。  
 Vivid S6のサイズは500 mm（幅） x 700 mm（奥 
行き） x 1,430 mm（高さ）、重さは約70kgと最上位 
機種と同等の機能を有しながらも同機種に比べて 
小型・軽量化が図られている。 

 また、高解像度LCDモニタや部屋の明るさに応じ 
たモニタの明度自動調整機構をはじめとして操作パ 
ネルの上下移動機能や業界初のレーザートラックボ 
ールなど、その操作性の高いエルゴノミクスデザイ 
ンの追求は、実際に検査を行う超音波検査技師（ソ 
ノグラファー）が抱える日常検査の負担軽減を通じ 
た、快適な検査環境の実現と患者の負担軽減を目 
指している。機能と利便性そして価格をすべて高い 
レベルで実現した装置である。  
 さらにVivid S6は、他のVivid製品との互換性に優 
れている。実際にモニタ表示される前のエコー強度・ 
速度などの情報である「RAWデータ」は、上位機種 
「Vivid 7 Dimension」や「Vivid 7 Pro」、ノートブック 
タイプ可搬型の「Vivid i」、ならびにワークステーショ 
ン「EchoPAC PC」と互換性がある。EchoPAC PC 
にデータを転送することで、Vivid S6で撮影した画 
像に対して、撮影後に2D Strain（心エコー画像の輝 
点パターンの動きから局所ごとの心壁の伸縮を詳 
細に解析する機能）などの最新の定量解析ツール 
を利用できる。 また通常のプローブ（探触子）は 
Vivid iと共通で使えるほか、経食道プローブにおい 
ては、Vivid 7とVivid iで使用しているプローブ（互換 
性なし）を共に変換コネクタなしでVivid S6に接続 
可能。（次頁に続く）  



 同社の循環器用超音波診断装置「Vivid」シリーズ 
は、エントリー機種「Vivid 7」、上位機種「Vivid7 Pro 
」「Vivid 7 Dimension」から、ワークステーション「Ｅ 
choPAC PC」、さらに2005年9月に発売した「Vivid I 
」まで、医療機関とりわけ循環器領域におけるニー 
ズにきめ細かに対応可能な幅広いラインアップを揃 
えている。 常に最先端の技術で日本の循環器用超 
音波診断装置市場を牽引してきた同社は、今回発 
売するVivid S6を、高度な心臓検査を中心に幅広い 
検査ニーズにも対応する新たなカテゴリー機種と位 
置づけ、心エコー検査室を中心に循環器科（小児含 
む）・検査科（心エコー）・ICU（集中治療室）／NICU 
（新生児集中治療室）／CCU（冠疾患集中治療室） 
、麻酔科・心臓血管外科（胸部外科）まで積極的に 
販売するほか、同製品によって市場に技術力をアピ 
ール、上位機種やエントリー機種を含めた全Vividシ 
リーズ製品の拡販を狙う。  
 同社の超音波診断装置は、一般腹部用の「ＬＯ 
GIQ（ロジック）」，循環器用の「Vivid」，そして産婦 
人科・乳腺甲状腺用の「Voluson（ボルソン）」と3ブ 
ランド体制を採用している。すべてのブランドにおい 
て、エントリーモデルから高性能機種まで幅広くライ 
ンアップを揃え、臨床や研究など多岐にわたる診断 
ニーズに対応 

ＧＥＹＭＳ 
（ Vivid S6（ヴィヴィッド・エス・シックス） ） 
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